
ビグスビーB5ヴィブラートの付属品

ブリッジ・プレート
取付けネジ（5本）

テンション・
スプリング

プラスティック・
ワッシャー

アライメント・
ストリング

取付けネジ（4本） ブリッジブリッジ・
プレート

ブリッジ・
ブッシュ（2本）取付けに必要な工具

・ドリルビット：3/32" (2.3mm)、7/64" (2.7mm)、23/64" (9.0mm)
・ドリル
・プラス・ドライバー

取付ける前の確認
事前にギター本体に問題がないか下記の項目をチェックしてください。問題がある場合は、ビグス
ビー・ヴィブラートの機能を十分に発揮できない場合がありますので、取付ける前に修理しておきま
しょう。また、取付けに自信がない場合は、プロ・リペアマンに依頼することをお勧めします。

・チューニング・ペグ
・ナット
・トラスロッド
・ネック・アングル
・弦高
・イントネーション
・ブリッジ
・弦

ブリッジ・プレートとブリッジの取り外し
ボディ面にマスキング・テープを貼っ
てから、鉛筆などでマーキングするよ
うにすれば、不要な傷を防止すること
ができます。また、ネジ穴の上を、ハン
ド・ドリルなどを使用してエッジの面取
りすることで、ギターの塗装面の割れ
などを防ぐことができます。
ドリルビットにマスキング・テープで取
付けネジよりやや浅い位置にマーキン
グすることで、ネジ穴を深く開けすぎ
ないように注意することができます。

両面テープを使用して、ヴィブラート
を仮固定することで、アライメント（取
付け位置の確定）の調整をしやすくす
ることができます。
止めネジに石鹸などを塗ることなど
で、ネジが回しやすくなり、ネジ山を潰
すことを防止できます。

●ギターから、ブリッジ、ブリッジ・プレート、ブリッジ・ピックアップを外します。
●ビグスビー・ブリッジ・プレートに、取り外したピックアップを取付けてください。取付けのネジはオリジナルのネジを使用します。
●オリジナル・ブリッジ・プレートのネジ穴を木工加工して埋めます。
●ボディにビグスビー・ブリッジ・プレートを置きセンター出しを行い、配置位置を決めたら、取付けネジの位置に2.3mmのド
　リルビットで軽くマーキングをします。
●ブリッジ・プレートの止めネジ用の穴加工には2.7mmのドリルビットを使用し、ブリッジ・ブッシュ用の穴加工には9.0mmの
　ドリルビットを使用して、穴加工を行います。付属の取付けネジ、ブッシュより深い穴を開けないようにしてください。
●ギターによっては、ピックアップからのアース線処理を行う必要があります。アース線をブリッジ・ブッシュの穴に入れてから、
　ブッシュを打ち込みます。
●ピックアップのアース線（配線材）とブッシュからのアース線（配線材）の両方が、ブリッジ・プレートへ取れていることを確認
　してください。
●新しいブリッジをマウントします。
※ギターによってはコントロールの位置などにより、取付けられない場合があります。

●ヴィブラートをボディの上に置き、センタリングを行います。
●付属のアライメント・ストリングを6弦と1弦へ張ってください。
●アライメント・ストリングスがネックに対して真っ直ぐになるように、ヴィブラートの位置を動かして修正します。この時にア
　ライメント・ストリングがナット溝とブリッジ溝に乗っていることが重要です。ブリッジ・プレート（ピックアップ）位置が正しく
　配置されているか確認します。また、ヴィブラートがブリッジ・プレートから適切な位置にくるように合わせ調節してください。
●ヴィブラートの取付け位置が確定しましたら、取付けネジの位置へマーキングします。

弦のボールエンド付近を曲げること
で、ブリッジのストリング・ピンに引っ
掛けやすくなります。（図3）

●マーキングした位置に2.3mmのドリルビットを使用して、穴を開けてください。取付けネジより深い穴を開けないように注 
　意してください。
●ネジはブリッジに近い方から締めてください。また、ネジを締めるたびに、アライメントの確認を行ってください。
●　　  を参考に新しい弦のボールエンドをブリッジに引っ掛けて、弦を張ってください。
●ハンドル（アーム・バー）の下にプラスティック・ワッシャーをセットし、テンション・スプリングを入れます。
●弦をチューニングしてください。
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●ナット、ブリッジの溝にグラファイト（鉛
　筆の芯）を塗ると動きがスムースになる
　ことがあります。ヤスリを使用してナッ
　ト、ブリッジの溝の調整に自信がない場
　合は、プロ・リペアマンに依頼してください。
●ハンドルの高さは、ショート、もしくはロン
　グスプリングを使い分けて調整してくださ
　い。（注意：ロングスプリングは別売です。）
●ハンドルの高さには、使用している弦の
　ゲージも関係してきます。

ヴィブラートが正しく確実に取付けされているかど
うか確認してください。
●弦がしっかり張れているか確認してください。
●ヴィブラートを掛けた時に、弦がスムースに動く
　か確認してください。動きが悪い場合は、ナットと
　ブリッジの溝の調整が必要になります。
●弦高を確認してください。必要に応じてトラスロッ
　ドやネック・アングルの調整が必要になります。

最終チェック Performance Tips 取付け後の確認
ヴィブラートを取付けた後に、ギターの各部に問題がないかチェックしてみましょう。

・チューニング・ペグ
・ナット
・トラスロッド
・ネック・アングル
・弦高
・イントネーション
・ブリッジ
・弦


